「赤い羽根」福井県公募ポスター・チラシデザインについて

· 本デザインについて

（基本的な考え方）

· 本公募は、平成２１年４月に初めて募集開始を行うもので、この取組み自体が一般に全く認知されていない事から、一見して「何かの募集告知」である事を分かって頂ける事が一番重要だと考えています。

· 募集の内容については、興味を持って頂く事を最優先し、詳細ではなく大きな括りで「地域を良くするプロジェクト」というタイトルをキャッチコピーの中に入れる事としました。

· 加えて、本公募が、「赤い羽根共同募金」の公募である事が直ぐに認識できるように、象徴である「赤い羽根」のマーク、及び、「赤い羽根共同募金」のクレジットを大きく下部にレイアウトしました。

· 赤と白を基調とした平成２０年度広報活動のポスターデザインと連動するデザインとし、昨年度から開始した新しい「赤い羽根共同募金」の広報活動とのイメージが統一される事にも留意しています。

· ポスターのデザイン案について

· 一般の方は、通りすがりにポスターと接触する事が最も多いと想定される為、短時間で募集に関する最低限の情報、応募する側にとって重要（＝興味・関心を持つ）であると思われる情報のみを掲載し、問合せしてもらう事を目的としています。
· 又、内容が重複する文言は可能な限り排除し、文字を大きくする事で幅広い層に読みやすく仕上げました。その為、文字情報以外の要素は排除致しました。

· チラシのデザイン案について

· ポスターと異なり熟読可能なツールとして、応募にあたり重要度が高いと思われる情報を掲載する事と致しました。
· 具体的には、実際に応募する方は公募要領を取り寄せる為、公募要領を取り寄せるか否かの判断に必要であると思われる最低限の情報を掲載する事としています。よって、ポスターに掲載した情報をより詳しくすると共に、審査やプレゼンテーションがある事（＝応募しても採用されない可能性がある事）も記述致しました。
· 又、「地域支援活動」については、本公募が「広域活動支援事業」と明記していない事から、本チラシに掲載すると混乱を来たす可能性があると考え、「支援の種類」の注釈として表記するに留めています。
